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９＝１５ はじまり

司会 者より、 調査研究 について・ 分科 会の日 的・ 分科会の

流れについて説明がなされた。 （図１）
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図１ １分料会の 目的図１ 分弄絵 の日的

次いで、 参加者全員の自己紹介が行われた。

９１４０ 公開インタ ビュー～事例報告と調査報告～

連携について議論するための共通基盤を構築するために、
具体的な事例についての事例報告と、 群馬県内で実施され

た調査結果の報告がなされた。
事例報告として、 日本自然保護協会の芝小路氏から赤谷

プロ ジェク トについて報 告がなされた。 特 に、
プロ ジェク

ト開始の経緯や連携者、 具体的な成果について説明された。
また、 ネッ トワーク型体騎活動推進ぐんま委員会の田中

氏より、 森と水の物語川場編について報告なされた。 文科

省・ 環尭省・国土交通省・林野庁などの行政機関と、 麟交
の民間の野夕撒 育団体 によって構成された実行委員会との

連携事例について、 写真等を用いて具体的な事例の報告で

あ っ た。

その後、 二人の事 僻召介者にインタ ビューをしながら、
群馬県内における連携体験活動事例調査の結果について、
諏訪より報告がなされた。 （図２）

遺携 に至った理由 を教 えてください

連櫨して大 変だった点（デ 刈 ツト）は何で

すか

図２：群馬県内における連携体験活動事例調査の結果

１０：４０ ワーク① 連携のグループ化 レベル分け

どんな連携があるのかを整理するために、 調査で抽出され

た連携例について、カー ドを使って、 グル ー
プ分けを行った。

その結果、 広報、．何かを もらった、 企画運営な どでグルー プ

化された。 （図３）

ｌ１：１５ ワーク② アクションプラン刎乍成

グループ化された連携事例や各自力滞っていた課題につい

図３

て、 その解決策を考えるために、 ３グループに分かれて討論

が行われた。 （図４）

１２：ＯＯ ふりかえり （まとめ）

各グループでどんな内容力構 されたかを全体でシェアした

後、 事例発表者よりそれぞれコメントがなされた。 芝小路氏

からは、 『参加の梯子」 を用いて連焼の段階を考慮すること

の重要性が述べられた。 田中氏からは、 オープニングのウサ


